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１．はじめに

地震に先行する動物異常行動の存在は証明されていない。しかしながら人間が作るセンサーよ
りも高感度である動物センサーが地球上に無数に存在しているという視点から、その利用価値が
指摘されている（力武、1978）。

科学的に動物異常行動が地震予知に応用できるか否かを議論するためには、地震先行現象とし
ての動物行動を確立する必要がある。そのためには科学的な研究対象としなければならず、動物
の挙動を定量化することが求められている。動物の挙動の定量化の方法については、日々の観察
やセンサーを用いた行動や鳴き声などの定量化、既に存在する搾乳量や産卵量などの数値データ
を収集して利用する手法が考えられている（力武、1978）。

近年のパソコンやスマートフォン、IoTセンサーなどの急速な技術発展は、いままで不可能で
あった専門機関を問わない世界規模での動物の24時間モニタリングを可能とするものであり、科
学的データの収集および解析ツールとしての活用が期待される。

ここでは、パソコン、スマートフォン、IoTセンサーなどを利用して、全国で飼育されている
ハムスターの回し車の回転数を収集して共有化するネットワークと、付随する環境データなどの
収集ネットワークの構築について紹介する。

２．動物異常行動

動物異常行動は, 地震活動に関係する物理・化学的要素が視覚, 聴覚, 嗅覚, 触覚, 味覚, 温
度覚,痛覚, 振動覚, 平衡覚, 電気覚などに適刺激を与えることから誘発される可能性が考えら
れる. 動物異常行動については, 1976年に開催された国際会議(EVERNDEN, J., 1976)において地
電流, 磁場, 大気電場, 大気イオン, 大気振動, 地殻微振動などの様々な要因が議論された.

1995年の兵庫県南部地震以降では, 地震に関係する可能性がある電磁気現象(上田, 2001；長尾,
2001)が注目されたことから, 動物との関係に関する研究も増えている(例えば池谷, 1996).

近年の研究では、1995年兵庫県南部地震と2008年四川地震の数日前にマウスの概日リズムに変
化が認められたと報告された（Yokoi et al, 2003;Lui et al, 2009）。東北地方太平洋沖地震
では搾乳量の変化が認められたと報告されている(山内,2014)。

３．ハムスターの観察ネットワークの構築

動物行動を観察して収集する様々なアイデアは古くから考えられている。対象となる動物は、
野生動物、動物園、水族館、畜産、養鶏、ペットなどの動物たちとなる。その中で、比較的飼育
が容易なハムスターに着目し、毎晩の回し車のデータを収集して共有化するネットワークの構築
を開始した。

地震予知研究（地震先行現象）の発展のみを目指すのではなく、観察者が楽しく交流できるコ
ミュニテーを提供することによって、ハムスター市場と地震予知研究の相互作用による発展的な
スパイラルを形成することを最終目標とする。

住民参加型の課題としては、継続して安定したデータを提供・収集するシステムを構築するこ
とが重要である。そのためには、観察者同士が交流できるコミュニテーの形成が不可欠である。

ハムスターの観察ネットワークの構築

４. IoT技術の利用

近年のＩｏＴ技術の発展は、多種多様なセンサーを安価で提供することが可能となった。
ハムスターの回し車の回転数だけではなく、様々な動物の挙動、さらには、様々な環境データを観
測収集することが容易となっている。今後さらにその利用は簡便となり広く普及することは間違い
ない。そして収集されたデータは、ビックデータとしても蓄積され、地震予知の研究（宏観異常現
象）にも寄与することが期待される。

以上の背景を踏まえて、IoTクラウドサービスを最大限に活用して、回し車の回転数だけではな
く、多種な環境データも観測して収集可能とするシステムを視野に入れ構築する。

本ネットワークはMicrosoft Azure上で動作して、拡張性、可用性、柔軟性の高いクラウドネイ
ティブなIoTプラットフォームであるPower IoT Platformを最大限に活用する。
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図４ 回転数計測状況
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図１ ハムスター観察ネットワークの構図

図２ 回し車の回転数計測ソフト（Circadian Rhythm  
Recorder）
入力波形を見ながら”しきい値”を設定する。１時間毎
の合計回数をテキストファイルに保存する。
データのテキストファイルは１ヶ月単位。一定の間隔で
観測データを指定したメールアドレスに送信可能。

図３ 回転数データの例

３．１ パソコン用アプリケーションソフトの開発

2004年、住民参加型の研究として、全国のハムスターの回し車の回転数を収集するシステム
を実験的に開発した。回し車に磁石を取り付けて、回転信号をコイルで拾いパソコンのマイク
入力へ入力して記録すると共に、データをメールで送信する機能を持つアプリケーションを開
発した。

図５ スマホアプリの開発

図６ ハムスター観察アプリでの計測状況

３．２ スマートフォン用アプリの開発

2018年、スマホでハムスターの回し車の回転数を計測できるアプリを開発した。磁石を回し車に取
り付けて、回転信号をスマホの磁場センサーで計測する仕様である。（データ送信機能は開発中であ
る。）

引用：アジュールパワー株式会社 （https://www.poweriotplatform.com/）

図７ IoT Platform を活用したハムスター観察ネットワークの構築
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